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一般会計決算一般会計決算をご報告しますをご報告します

令和６年度鶴田町令和６年度鶴田町

　令和6年度の各会計決算が9月の定例議会での審議を経て承認されましたので、概要をお知らせいたします。

　鶴田町の令和6年度の歳入決算額77億2,784万円となり、歳出決算額は72億1,505万円となりました
※金額の端数は整理しています

①地方交付税 32億 2,598万円

②国庫支出金 12億 1,107万円

③町税 9億 9,056万円

④県支出金 4億 9,746万円

⑤町債 4億 8,297万円

⑥繰入金 3億 8,855万円

⑦繰越金 2億 6,802万円

⑧その他 6億 6,323万円

合計 77億 2,784万円

収入済額

①民生費 21億 7,911万円

②総務費 10億 7,744万円

③土木費 8億　252万円

④教育費 7億 5,934万円

⑤衛生費 6億 6,596万円

⑥公債費 6億　693万円

⑦農林水産業費 5億　763万円

⑧消防費 3億 7,934万円

⑨その他 2億 3,678万円

合計 72億 1,505万円

支出済額●歳出

●歳入

町民税

3億5,079万円

固定資産税

4億3,674万円

軽自動車税

6,090万円

たばこ税

1億4,105万円

入湯税

108万円

◎町民の皆さまに納付していただいた各種税金の内訳 合計　　9億9,056万円

歳出

土木費土木費

11.1％11.1％

７２億
1,505万円

民生費民生費

30.2％30.2％

総務費総務費

14.9％14.9％
教育費教育費

10.510.5％％

その他

3.3％

公債費公債費

8.4％8.4％

衛生費衛生費

9.2％9.2％

消防費消防費

5.3％5.3％

農林水産業費農林水産業費

7.0％7.0％

歳 入

国庫支出金国庫支出金

15.7％15.7％

地方交付税地方交付税

41.7％41.7％

町税町税

12.812.8％％

繰入金

3.5％

７７億
2,784万円

町債町債

6.2％6.2％

県支出金県支出金

6.5％6.5％

繰越金繰越金

5.0％5.0％

その他その他

8.6％8.6％

①��高齢者や障害者、児童などの福祉に関する経費

②町役場全般的な事務の経費

③町道や河川の整備、町営住宅の管理、除排雪等の経費

④�小中学校の経費や町民の文化活動、体育振興の経費

⑤各種検診や予防接種、ごみ処理などの経費

⑥町の借金である町債を返済するための経費

⑦農林水産業の振興、農業用道路の整備などの経費

⑧五所川原地区消防事務組合の負担金や消防団活動経費

①�町の財政状況に応じて国税の一部から交付されるお金

②特定の事業を行うため国から交付されるお金

③町民税や固定資産税

④特定の事業を行うため県から交付されるお金

⑤事業を行うために町が計画的に借りるお金

⑥基金から一般会計に組み入れるお金
⑦前年度から次の会計年度へ持ち越したお金
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令和６年度決算 【特別会計】

令和６年度に行われた主な事業

内　　訳 令和６年度末残高 令和５年度末残高 増減額

財政調整基金 8 億 3,053万円 9億 4,780万円 ▲ 1億 1,727万円

減債基金 2 億 6,893万円 2億 2,816万円 4,077万円

その他の特定目的基金 　3億 9,145万円 3億 5,601万円 3,544万円

合　　計 14 億 9,091万円 15億 3,197万円 ▲ 4,106万円

基金現在高　基金とは、特定の事業を行ったり、財源が不足した場合に使う町の貯金です。　基金とは、特定の事業を行ったり、財源が不足した場合に使う町の貯金です。

子どもの教育 ・ 保育 ・ 医療の無償化
【決算額 ： 1億129万円】

・1�8歳までの子どもの医

療費を無償化

・�町内の小中学校給食費

を無償化

・�保育等利用者負担額、

保育等副食費を無償化

【決算額 ： 8,704万円】

　地域の活性化と持続的

な発展を支援する施設。

　民間法人へ運営管理を

委託し、官民連携で地域

の課題や人材育成に貢献

し、イノベーションを促

進。

【決算額 ： 1,798万円】

・�小中学校教材費助成

・�小中学校修学旅行費

助成

・�小中学校新入学準備

費用助成

【決算額 ： 7,434万円】

　築55年が経過した廻堰

文化センターを建替えて

完成。

　平時は地域コミュニテ

ィの中心として、災害時

には避難所としての活躍

が期待されます。

特定の収入がある、特定の目的のための会計特定の収入がある、特定の目的のための会計

子育てしやすい環境整備

地域活性化支援センター 「TSURUTA LABO」 廻堰ふれあいセンター整備事業

町公式LINEの機能拡張
【決算額 ： 588万円】

町基幹産業の農業を支援
【決算額 ： 3,495万円】

・�農業者肥料等価格高騰

支援

・�農業用融雪剤購入助成

・�りんご腐らん病防除対

策補助金

・�りんごモモシンクイガ

特別防除対策補助金

　町公式LINEの機能を拡張

し、住民のニーズに応じた

情報を配信可能に。

　各種証明書の申請や公共

施設の予約等をLINEで行え

るように改修し、住民の利

便性が向上。

会計名称 歳　入 歳　出 差引残額

国民健康保険 16 億 5,538万円 16億 3,477万円  2,061万円

学校給食 5,232 万円 5,232万円 0万円

第1財産区 627 万円 140万円  487万円

第2財産区 674 万円 105万円 569万円

介護保険 19 億 7,688万円 19億2,724万円 4,964万円

後期高齢者医療 1 億 8,318万円 1億7,797万円 521万円
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　一般財団法人自治総合センターでは宝くじの社会貢献広報事

業として「コミュニテイ助成事業」を行っています。今年度、

鶴田町では、この助成事業を活用し、地域防災の中核である消

防団の災害対応力の強化を図るため、折畳組み立て式水槽（ク

ーちゃんマーク入り）11基を整備しました。

　これにより、林野火災等の火災時での中継槽、水利確保、延

焼防止および残火処理の活動を可能にしてくれます。

　鶴田町消防団では新入団員を随時募集しています。新入団の

ご希望など、お気軽にお問合せください。

■問い合わせ先 ： 鶴田町消防署　消防団担当　☎ ： 0173-22-2131

「宝くじ助成金」「宝くじ助成金」 を活用しを活用し

消防団消防団にに折畳組み立て式水槽折畳組み立て式水槽をを整備整備

第３回防火ポスターコンクール第３回防火ポスターコンクール

町小学生町小学生がが特選特選にに選ばれる選ばれる
　五所川原地域防災協会が開催した防火ポスターコンクールで、

鶴田小学校児童の作品が特選と準特選に選ばれました。

　今コンクールは五所川原市、鶴田町、中泊町の小中学校を対象

に募集し、211作品の応募がありました。特選には鶴田小学校 3

年生の増田彩花さんの作品が選ばれ、準特選には同校 5年生の増

田結星さんが選ばれました。

　特選に選ばれた増田さんの作品は、火災予防啓発ポスターとし

て３市町の公共施設や事業所に掲示されます。

　10月20日から26日までの7日間、秋の火災予防運動が実施さ

れ、運動前日の10月19日（日）には鶴田町消防団による事前

広報パレードが行われました。

　パレードでは、査察者である相川町長らが消防車両で町内

を巡回しながら町民に火災予防を呼びかけました。また、消

防団員らが鶴田小学校駐車場に集まり、査察者からの服装や

姿勢などの点検を受けたり、器具の点検や放水訓練などを素

早く行っていました。

防災意識の高揚図る　秋の火災予防運動防災意識の高揚図る　秋の火災予防運動

　鶴田消防署は10月4日（土）、下山学園高等学校の生徒を対

象にした水害浸水避難訓練を鶴田町Ｂ＆Ｇ海洋センタープー

ルで行いました。

　訓練では鶴田消防署の署員が講師となり、鶴田町のハザー

ドマップの解説を行ったほか、プールを使用して大雨で道路

が浸水したことを想定した浸水時歩行体験や救助ボート体験

が行われました。

水害浸水避難訓練水害浸水避難訓練

特選に輝いた増田彩花さん（右）と

準特選の増田結星さん（左）

みんなの消防
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 【有料広告】	

　救急隊員が傷病者のマイナ保険証（健康保険証として利用登録したマイナンバーカード）を活用し、

傷病者の医療情報等を閲覧する仕組みのことです。

　救急隊員がマイナ保険証の提示を求めることがあります。ご理解とご協力をお願いします。

あなたの

病歴
お薬の

処方歴
病院の

受診歴

・ 傷病者の説明負担が軽減されます

・ より適切な処置が受けられます

◎マイナンバーカードを見せるだけで
以下の情報が伝わります

１０月１日から全国一斉に始まりました

◎救急現場でご協力いただきたいこと
①マイナンバーカードを

救助隊へ提示する

②救助隊が医療情報を

閲覧することを

口頭にて同意

�救急隊員に、 救急活動に関係

ない個人情報も見られてしまう

の？

�マイナ救急で閲覧できるのは、

氏名や住所などの券面上の情報

と、受診歴や薬剤情報などの医

療情報だけです。

救急活動に関係のない情報は、

閲覧できません。

緊急時でも、 マイナンバーカー

ドの暗証番号の入力をしないと

いけないの？

�救急隊員が傷病者の顔と券面上

の写真を確認し、本人確認を行

うため、暗証番号の入力は原則

不要です。

◎よくある質問

マイナ救急が始まりました

■問い合わせ先 ： 五所川原地区消防事務組合消防本部　警防課　☎ ： 0173-35-2023

Ｑ

Ａ

Ｑ

Ａ

組合 HP

▶

みんなの消防

がん患者家族　ろくつがるの会　講演会

いっしょに考えましょう、 乳がん
～診療の最前線、 青森県の現状 ・ これから～

　乳がんという病気、患者と医療者とのかかわ

り、最前線の話題からこれからのことまで当院

乳腺外科・平尾医師がわかりやすくお話します。

日

時
12月20日 （土） 10 ： 00 ～ 11 ： 30

場

所
つがる総合病院 1 階　大ホール
五所川原市岩木町 12-3

お問い

合わせ

・ろくつがるの会 　　　　　　☎ 0173-35-7264

・つがる総合病院 がん相談員　☎ 0173-35-3111

講

師

つがる総合病院　乳腺外科

平尾 良範 医師 （がん治療認定医、 乳腺専門医）入場無料入場無料 どなたでも参加可能できます
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①
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9月定例会
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過
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か
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保
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共
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平
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に
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を
休
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制
度

　

夏
休
み
期
間
、
旧
学
区
か
ら
自
転
車

で
部
活
や
プ
ー
ル
に
行
く
こ
と
は
で
き

る
の
か
。

議案第69号
令和 6年度鶴田町一般会計歳入歳出決算認定

について

議案第70号
令和6年度鶴田町国民健康保険特別会計歳入歳

出決算認定について

議案第71号
令和6年度鶴田町学校給食特別会計歳入歳出決

算認定について

議案第72号
令和6年度鶴田町第1財産区特別会計歳入歳出決

算認定について

議案第73号
令和6年度鶴田町第2財産区特別会計歳入歳出決

算認定について

議案第74号
令和6年度鶴田町介護保険特別会計歳入歳出決算

認定について

議案第75号
令和6年度鶴田町後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算認定について

議案第76号 令和7年度鶴田町一般会計補正予算（第３号）案

議案第77号
令和7年度鶴田町国民健康保険特別会計補正予算（第

2号）案

議案第78号
令和7年度鶴田町介護保険特別会計補正予算（第

2号）案

議案第79号 鶴田町過疎地域持続的発展計画の変更について

追加 

議案第80号
財産の取得について

　令和7年第3回鶴田町議会定例会が、9月

4日から9月12日までの会期9日間で開かれ

ました。

　今定例会では、令和6年度一般会計なら

びに特別会計の決算（2～ 3ページ）を含

む、議案12件について審議が行われ、原

案どおり議決（可決5件、認定7件）され

ました。
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ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
に
つ
い
て

　

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
導
入
に
つ
い
て

は
、
現
時
点
で
は
検
討
し
て
お
り
ま
せ

ん
。
目
的
や
成
果
、
課
題
に
つ
い
て
、

学
校
、
保
護
者
と
も
に
理
解
を
深
め
る

必
要
が
あ
り
、
性
急
に
進
め
る
こ
と
は

避
け
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

③
小
学
生
の
自
転
車
利
用
に
つ
い
て

　

小
学
校
で
は
、
毎
年
４
年
生
以
上
に

対
し
て
自
転
車
の
安
全
指
導
を
行
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
上
で
、
子
供
が
自
転
車

で
公
道
を
走
る
こ
と
お
よ
び
旧
学
区
外

へ
移
動
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
保
護

者
が
お
子
さ
ん
の
自
転
車
の
技
術
や
交

通
規
則
の
理
解
度
を
見
極
め
、
ヘ
ル
メ

ッ
ト
の
着
用
な
ど
安
全
に
配
慮
し
た
上

で
判
断
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

（再
質
問
）

①
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　

市
場
に
多
く
リ
ン
ゴ
が
出
て
い
る
の

に
、
な
ぜ
高
温
障
害
や
不
作
で
リ
ン
ゴ

が
少
な
く
な
る
見
通
し
に
な
っ
た
の
か

理
解
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
米
が
１
件
し
か
登
載
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
米
も
多
く
出
せ
る
よ
う
な

体
系
を
取
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て

　

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
導
入
は
メ
リ
ッ

ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
は
あ
る
と
思
い
ま
す

が
、
子
育
て
を
前
面
に
出
し
て
い
る
町

と
し
て
は
検
討
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

答
弁
＝
商
工
観
光
課
長

　

ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
、
地
場
産

品
で
な
い
と
返
礼
品
と
し
て
取
扱
い
が

で
き
な
い
の
で
、
リ
ン
ゴ
に
つ
い
て
も
、

各
市
場
の
ほ
う
で
選
別
し
て
、
鶴
田
産

と
い
う
こ
と
で
商
品
化
し
て
い
る
状
況

で
す
。
市
場
に
納
品
し
て
い
る
農
家
や

市
場
と
連
絡
、
調
整
し
な
が
ら
、
早
め

に
掲
載
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
貯
蔵
リ
ン
ゴ
も
掲
載
が
可
能

と
な
り
ま
し
て
、
業
者
さ
ん
に
登
録
し

て
い
た
だ
き
、
前
年
産
の
リ
ン
ゴ
を
貯

蔵
し
た
も
の
を
返
礼
品
と
し
て
長
く
取

③�

小
学
生
の
自
転
車
利
用
に
つ
い
て

④�

熊
出
没
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

【ふるさと納税実績】

年度 寄附金額

R2 9,171万 6千円

R3 4,794万 8千円

R4 3,248万 4千円

R5 1億155万 5千円

R6 6,172万 2千円

　令和7年10月8日（水）に開催された議会臨

時会において、旧富士見小学校土地建物売買

契約の契約解除に対する損害賠償請求事件の

和解案と補正予算案が賛成多数で可決されま

した。

　議会臨時会の閉会にあたり、相川町長から

「今般の裁判所からの勧告を受け、これまで

の訴訟の経過および今後の対応等を勘案し、

和解を受諾することといたしました。令和4

年5月から約3年5カ月にわたる裁判により、

町議会をはじめ町民の皆さまに多大なご心配

をおかけしましたことを深くお詫びを申し上

げます」と挨拶がありました。

10月議会臨時会

議 会 の 窓
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①�

農
作
物
の
盗
難
防
止
対
策

佐
藤　

剛 

議
員
（
鶴
翔
ク
ラ
ブ
）

　

五
所
川
原
圏
域
空
き
家
バ
ン
ク
で
紹

介
さ
れ
て
い
る
町
の
空
き
家
に
つ
い

て
、
こ
れ
ま
で
の
入
居
実
績
は
ど
の
よ

う
な
状
況
で
し
ょ
う
か
。
空
き
家
の
有

効
利
用
対
策
と
並
行
し
一
人
暮
ら
し
の

方
や
経
済
的
な
理
由
等
で
、
住
居
を
探

し
て
い
る
方
へ
の
対
策
も
急
務
で
す
。

　

空
き
家
情
報
に
つ
い
て
は
、
町
に
も

窓
口
担
当
を
設
置
し
て
住
宅
相
談
な
ど

へ
の
対
応
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

　

式
典
や
全
国
に
向
け
て
の
Ｐ
Ｒ
事
業

な
ど
、
ど
の
よ
う
な
構
想
を
予
定
し
て

い
ま
す
か
。

　

農
林
業
セ
ン
サ
ス
２
０
１
５
年
・
20

年
・
25
年
を
比
較
し
、
耕
作
面
積
、
農

業
従
事
者
の
状
況
は
？

　

今
後
の
農
業
政
策
に
つ
い
て
、
町
の

方
針
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁
＝
町
長

①
空
き
家
情
報
の
現
状
と
今
後
の
対
策

　

当
町
が
圏
域
空
き
家
バ
ン
ク
の
利
用

を
開
始
し
た
平
成
29
年
９
月
か
ら
令
和

７
年
８
月
末
ま
で
に
登
録
申
請
し
た
件

数
は
32
件
、
売
買
成
約
し
た
件
数
は
16

①�

空
き
家
情
報
の
現
状
と
今
後
の

対
策

一
戸　

雅
人 

議
員
（
幸
志
会
）

②�

鶴
の
舞
橋
改
修
工
事
完
成
に
伴

う
式
典
等
に
つ
い
て

（
１
）
当
町
に
お
け
る
過
去
５
年
間
の

農
作
物
盗
難
の
発
生
状
況
と
被
害
額
に

つ
い
て

（
２
）
現
在
の
町
の
防
止
対
策
と
そ
の

扱
い
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

米
の
返
礼
品
は
、
昨
年
度
ま
で
掲
載

し
て
い
た
１
社
が
事
情
が
あ
っ
て
掲
載

取
り
や
め
に
な
り
ま
し
た
。
以
前
か
ら

多
く
の
方
に
お
声
が
け
し
、
今
年
に
入

っ
て
１
社
が
登
録
さ
れ
て
７
月
か
ら
開

始
さ
れ
ま
し
た
。
農
業
振
興
課
と
も
連

携
し
、
農
家
さ
ん
に
返
礼
品
の
取
扱
事

業
者
に
な
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
、
働
き

か
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

答
弁
＝
教
育
長

　

一
般
的
に
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
メ
リ

ッ
ト
は
、
子
供
が
日
常
と
は
違
う
環
境

で
家
族
と
共
に
休
暇
を
楽
し
み
な
が
ら

学
習
を
進
め
ら
れ
る
こ
と
、
興
味
関
心

を
持
っ
て
い
る
も
の
な
ど
の
見
学
・
体

験
が
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

一
方
、
難
点
と
し
て
、
学
び
を
伴
う

休
暇
で
あ
る
た
め
、
十
分
な
計
画
と
、

そ
の
後
の
ま
と
め
、
例
え
ば
レ
ポ
ー
ト

作
成
が
必
要
で
あ
り
、
家
族
の
サ
ポ
ー

ト
が
欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と
や
、

様
々
な
事
情
に
よ
り
実
施
で
き
な
い
家

庭
も
あ
る
こ
と
、
学
校
と
し
て
は
子
供

た
ち
が
ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
る
日
が

ま
ち
ま
ち
に
な
る
た
め
、
補
充
学
習
の

時
間
調
整
が
必
要
に
な
っ
た
り
、
グ
ル

ー
プ
学
習
な
ど
の
協
働
的
な
学
習
の
設

定
が
限
ら
れ
た
り
す
る
こ
と
で
す
。
実

際
に
導
入
し
て
い
る
市
町
村
、
学
校
の

実
例
を
注
視
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

へ
の
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
助
言
や
指
導

を
行
う
な
ど
、
関
係
機
関
と
連
携
し
て

盗
難
被
害
を
防
ぎ
、
農
家
を
守
る
た
め

の
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

件
、
申
請
取
消
し
件
数
は
６
件
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

住
宅
確
保
要
配
慮
者
へ
の
対
策
と
し

て
は
、
町
営
住
宅
に
空
き
室
が
あ
る
場

合
に
、
申
込
み
の
上
、
入
居
し
て
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
町
に
お

い
て
居
住
支
援
協
議
会
を
設
立
す
る
こ

と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
居
住
支
援
協
議

会
と
は
、
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す

る
民
間
賃
貸
住
宅
等
へ
の
円
滑
な
入
居

の
促
進
を
図
る
た
め
、
地
方
公
共
団
体

や
不
動
産
関
係
団
体
、
居
住
支
援
団
体

等
が
連
携
し
、
住
宅
情
報
の
提
供
等
の

支
援
を
実
施
す
る
も
の
で
す
。
関
係
機

関
と
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
、
居
住
支

援
協
議
会
の
設
置
や
機
能
強
化
に
つ
い

て
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

町
民
か
ら
の
住
宅
相
談
に
つ
い
て

も
、
圏
域
空
き
家
バ
ン
ク
任
せ
と
す
る

の
で
は
な
く
、
町
と
し
て
も
相
談
窓
口

の
在
り
方
を
検
討
し
、
住
ま
い
の
確
保

に
向
け
た
支
援
を
充
実
さ
せ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

②��

鶴
の
舞
橋
改
修
工
事
完
成
に
伴
う
式
典

等
に
つ
い
て

　

鶴
の
舞
橋
改
修
工
事
は
、
今
年
度
完

成
の
予
定
で
す
。
完
成
後
は
、
鶴
の
舞

橋
の
適
切
な
維
持
管
理
と
観
光
名
所
と

し
て
の
知
名
度
ア
ッ
プ
を
使
命
と
し
、

誘
客
の
た
め
の
観
光
Ｐ
Ｒ
活
動
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
な
ど
に
よ
る
情
報
発
信
を
強
化
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

完
成
式
典
に
つ
い
て
は
、
来
年
度
４

月
中
に
実
施
予
定
で
す
。
橋
の
渡
り
初

め
、
記
念
式
典
等
の
内
容
を
検
討
し
て

い
ま
す
。

　

新
年
度
に
向
け
て
は
、
役
場
、
商
工

会
、
観
光
協
会
の
祭
り
主
催
３
団
体
に

お
い
て
実
施
す
る
春
ま
つ
り
、
つ
る
た

ま
つ
り
、
秋
ま
つ
り
の
イ
ベ
ン
ト
名
に

③�
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
町
の

農
業
の
現
状
に
つ
い
て

鶴
の
舞
橋
改
修
工
事
完
成
記
念
の
冠
を

つ
け
、
特
別
感
の
あ
る
内
容
に
し
た
い

と
考
え
て
お
り
、
関
係
者
と
協
力
し
、

集
客
力
の
あ
る
充
実
し
た
イ
ベ
ン
ト
と

な
る
よ
う
協
議
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
町
の
農
業

の
現
状
に
つ
い
て

　

米
に
つ
い
て
、
生
産
調
整
な
ど
に
よ

り
変
動
は
あ
り
ま
す
が
、
昨
年
度
か
ら

は
増
加
に
転
じ
て
お
り
ま
す
。

　

リ
ン
ゴ
に
つ
い
て
、
減
少
傾
向
に
は

あ
り
ま
す
が
、
離
農
に
よ
り
廃
園
と
な

る
園
地
が
あ
る
一
方
で
、
省
力
樹
形
へ

の
改
植
や
新
植
も
進
ん
で
お
り
ま
す
。

　

ス
チ
ュ
ー
ベ
ン
に
つ
い
て
、
減
少
傾

向
で
は
あ
り
ま
す
が
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
な
ど
へ
の
改
植
も
あ
り
、
ブ
ド

ウ
全
体
と
し
て
は
現
在
１
０
４
ヘ
ク
タ

ー
ル
と
増
加
し
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
農
業
従
事
者
数
に
関
し
ま
し

て
は
、
過
去
５
年
間
で
は
４
５
９
人
の

減
少
、
過
去
10
年
間
で
は
６
８
７
人
が

減
少
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
に
対
し
、
町
で
は
こ
れ
ま
で
も

次
世
代
を
担
う
若
者
や
新
規
就
農
者
が

耕作面積※ 農業

従事者数米 りんご スチューベン

2015年 1,370㌶ 1,004㌶ 99㌶ 2,703人

2020年 1,449㌶ 995㌶ 100㌶ 2,475人

2025年 1,340㌶ 995㌶ 98㌶ 2,016人

※�2025年調査分については結果がまだ発表さ

れていないため、水田台帳及び果樹生産実

態調査による

効
果
に
つ
い
て

答
弁
＝
町
長

①�

農
作
物
の
盗
難
防
止
対
策

（
１
）
過
去
５
年
間
の
農
作
物
盗
難
の

発
生
状
況
と
被
害
額
に
つ
い
て
は
、
令

和
２
年
度
は
１
件
で
４
万
円
相
当
、
令

和
３
年
度
と
４
年
度
の
被
害
届
は
な

し
、
令
和
５
年
度
は
２
件
で
３
万
２
千

円
相
当
、
令
和
６
年
度
は
１
件
で
１
万

円
相
当
で
し
た
。

（
２
）
町
で
は
生
産
し
た
果
実
お
よ
び

野
菜
な
ど
の
盗
難
被
害
対
策
と
農
家
の

防
犯
意
識
の
醸
成
の
た
め
、
農
業
用
防

犯
カ
メ
ラ
整
備
事
業
を
実
施
し
て
お
り

ま
す
。
リ
ン
ゴ
園
地
な
ど
に
整
備
す
る

防
犯
カ
メ
ラ
の
購
入
費
用
へ
の
支
援
で

す
が
、
事
業
が
開
始
さ
れ
た
令
和
５
年

度
か
ら
こ
れ
ま
で
合
計
７
件
、
カ
メ
ラ

の
台
数
は
13
台
の
実
績
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

　

町
防
犯
協
会
の
取
組
と
し
て
、
農
作

物
盗
難
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を
五
所
川
原

警
察
署
や
農
協
と
連
携
し
実
施
し
て
い

る
ほ
か
、
防
災
行
政
無
線
に
よ
る
生
産

者
に
対
す
る
啓
発
や
、
町
農
事
普
及
だ

よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
り
注
意

喚
起
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

当
町
に
お
い
て
も
一
定
程
度
、
盗
難

被
害
が
あ
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
ま

す
が
、
被
害
届
が
提
出
さ
れ
て
い
な
い

も
の
も
多
く
、
具
体
的
な
被
害
の
実
態

に
つ
い
て
は
把
握
で
き
て
い
な
い
の
が

実
情
で
あ
り
ま
す
。

　

農
作
物
の
盗
難
を
防
ぐ
た
め
に
は
、

ま
ず
は
生
産
者
個
人
が
自
衛
策
を
取
る

こ
と
が
必
要
で
す
。
今
後
の
対
策
と
し

ま
し
て
は
盗
難
被
害
の
実
態
把
握
に
努

め
る
と
と
も
に
、
警
察
と
連
携
し
た
防

犯
パ
ト
ロ
ー
ル
の
一
層
の
強
化
、
農
家

議 会 の 窓
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を
行
う
。

（
３
）
本
人
の
希
望
を
聞
き
、
適
材
適

所
へ
の
配
置
を
す
す
め
る
。

（
１
）
改
修
記
念
イ
ベ
ン
ト
は
計
画
し

て
い
る
の
か
。

（
２
）
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
場
合
、

観
光
協
会
な
ど
の
関
係
者
等
で
、
内
容

に
つ
い
て
検
討
し
た
ほ
う
が
良
い
と
思

い
ま
す
。

　

今
後
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申
し
込

み
で
き
る
も
の
は
、
全
て
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
も
申
し
込
み
が
で
き
る
よ
う
に

し
た
ほ
う
が
良
い
と
思
い
ま
す
。

答
弁
＝
町
長

①
役
場
職
員
に
つ
い
て

（
１
）
こ
れ
ま
で
も
業
務
委
託
や
指
定

管
理
者
制
度
を
活
用
し
な
が
ら
、
可
能

な
業
務
に
つ
い
て
は
民
間
委
託
を
進
め

て
き
ま
し
た
。
今
後
も
行
政
サ
ー
ビ
ス

の
質
を
低
下
さ
せ
な
い
こ
と
を
第
一
義

と
し
、
業
務
の
内
容
・
効
率
化
等
も
考

慮
し
、
可
能
な
範
囲
で
民
間
委
託
を
検

討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
２
）
職
員
の
階
層
別
に
実
施
さ
れ
る

研
修
の
ほ
か
、
部
局
別
研
修
、
職
員
自

ら
の
参
加
希
望
に
基
づ
い
て
参
加
さ
せ

る
選
択
研
修
等
に
も
参
加
さ
せ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
職
員
数
の
関
係
か
ら
こ
こ

数
年
は
見
合
わ
せ
て
お
り
ま
し
た
が
、

県
へ
の
実
務
研
修
へ
の
派
遣
も
行
っ
て

お
り
、
現
在
来
年
度
の
派
遣
に
向
け
て

準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
今

後
も
研
修
等
に
積
極
的
に
参
加
さ
せ
る

農
業
を
始
め
や
す
い
環
境
づ
く
り
、
機

械
や
施
設
の
導
入
に
対
す
る
支
援
を
行

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、
今
後
も
就
農

支
援
と
し
て
青
年
の
就
農
意
欲
の
喚
起

と
就
農
後
の
定
着
を
目
的
に
、
国
及
び

県
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
る
新
規
就

農
者
育
成
総
合
対
策
事
業
の
活
用
促
進

を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
認
定
農
業
者
や
集
落
営
農
の

組
織
化
、
法
人
化
な
ど
、
産
地
を
牽
引

す
る
経
営
体
の
育
成
対
策
と
、
担
い
手

農
家
へ
の
農
地
集
積
を
進
め
、
安
定
し

た
農
業
経
営
が
で
き
る
よ
う
に
農
地
中

間
管
理
機
構
の
活
用
促
進
を
図
る
ほ

か
、
担
い
手
同
士
の
農
地
の
交
換
な
ど

に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
よ
う
啓
発
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
近
年
の
異
常
気
象
に
伴
う

猛
暑
や
豪
雨
、
干
ば
つ
や
大
雪
な
ど
の

大
規
模
自
然
災
害
、
肥
料
や
燃
料
費
の

高
騰
、
鳥
獣
に
よ
る
被
害
な
ど
、
町
の

農
業
が
抱
え
る
課
題
に
向
き
合
い
、
農

家
の
皆
さ
ん
が
今
後
も
安
定
し
た
農
業

所
得
を
得
ら
れ
る
よ
う
、
国
や
県
及
び

関
係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
、
生
産
現

場
に
寄
り
添
っ
た
施
策
を
講
じ
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

（再
質
問
）

①
空
き
家
情
報
の
現
状
と
今
後
の
対
策

　

例
え
ば
駅
東
団
地
に
現
在
住
ん
で
い

る
人
が
新
し
い
建
物
に
移
っ
た
場
合
、

そ
こ
が
空
室
に
な
る
わ
け
で
す
の
で
、

短
期
間
で
も
そ
こ
に
入
居
さ
せ
る
こ
と

が
で
き
る
も
の
か
。

　

現
状
、
町
の
都
市
計
画
が
あ
る
わ
け

で
す
が
、
今
後
は
買
い
物
や
小
学
校
へ

の
通
学
が
で
き
る
範
囲
で
の
住
宅
確
保

な
ど
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
不
動
産
の
方
々
い
わ
く
、
鶴
田
町

は
非
常
に
入
り
に
く
い
と
い
う
お
話
も

出
て
お
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
都
市
計

画
も
含
め
て
見
直
し
を
図
る
べ
き
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
的
な
理
由
で
入
居
を
探

し
て
い
る
場
合
、
ど
の
よ
う
な
対
策
を

講
じ
て
い
る
の
か
。

③�

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
お
け
る
町
の
農
業

の
現
状
に
つ
い
て

　

最
新
の
報
道
で
、
農
地
の
後
継
者
未

定
が
全
国
平
均
で
31
．
７
％
、
青
森
県

は
32
．
２
％
で
す
。
若
者
が
農
業
に
意

欲
的
に
な
る
農
業
施
策
を
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
で
す
。

答
弁
＝
町
長

　

宅
地
開
発
に
つ
い
て
で
す
が
、
民
間

の
不
動
産
業
者
、
町
に
多
く
土
地
の
分

譲
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
開
発
す
れ
ば

す
ぐ
販
売
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
状
況

の
中
で
、
宅
地
開
発
を
し
て
も
ら
う
た

め
に
民
間
の
不
動
産
業
者
に
今
一
度
働

き
か
け
を
し
て
、
優
遇
措
置
も
つ
く
り
、

宅
地
分
譲
や
建
て
売
り
を
し
て
も
ら
う

よ
う
担
当
に
指
示
し
進
め
て
い
ま
す
。

答
弁
＝
建
設
整
備
課
長

　

駅
東
団
地
に
つ
い
て
は
、
現
在
老
朽

化
に
よ
り
建
て
替
え
を
進
め
て
お
り
、

既
存
の
住
宅
は
長
屋
単
位
で
空
室
に
な

っ
た
と
こ
ろ
か
ら
順
次
解
体
し
、
建
設

用
地
の
確
保
に
努
め
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
短
期
入
所
は
難
し
い

状
況
で
す
。

　

都
市
計
画
の
見
直
し
に
つ
き
ま
し
て

は
、
今
後
町
で
も
人
口
減
少
が
進
む
こ

と
か
ら
、
生
活
サ
ー
ビ
ス
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
機
能
を
維
持
す
る
た
め
に
人
口

密
度
を
維
持
し
、
持
続
可
能
な
都
市
構

造
を
目
指
す
た
め
、
居
住
誘
導
区
域
等

を
定
め
た
立
地
計
画
等
の
策
定
も
視
野

に
入
れ
て
、
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

答
弁
＝
福
祉
介
護
課
長

　

福
祉
的
な
理
由
に
よ
る
住
宅
確
保
要

配
慮
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
生
活
状
況

や
世
帯
の
状
況
を
確
認
し
た
上
で
、
必

要
に
応
じ
て
生
活
保
護
制
度
に
よ
る
住

宅
扶
助
の
活
用
や
町
営
住
宅
へ
の
入

居
、
ま
た
介
護
が
必
要
な
方
に
つ
き
ま

し
て
は
介
護
施
設
へ
の
入
所
と
い
っ
た

方
法
も
含
め
て
対
応
し
て
い
ま
す
。
そ

の
際
に
は
、
住
宅
部
局
や
福
祉
事
務
所
、

町
社
会
福
祉
協
議
会
、
場
合
に
よ
っ
て

は
民
間
の
不
動
産
事
業
者
と
も
情
報
を

共
有
し
な
が
ら
、
個
別
に
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

今
後
に
つ
い
て
、
居
住
支
援
協
議
会

の
設
置
や
機
能
強
化
の
検
討
、
住
宅
確

保
要
配
慮
者
の
方
が
安
心
し
て
地
域
で

暮
ら
せ
る
体
制
づ
く
り
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答
弁
＝
農
業
振
興
課
長

　

農
地
利
用
の
件
に
つ
い
て
で
す
が
、

当
町
で
は
今
年
の
３
月
に
地
域
計
画
を

策
定
し
て
い
ま
す
。

　

内
容
に
つ
い
て
は
、
毎
年
見
直
し
て

い
く
予
定
と
な
っ
て
お
り
、
今
後
も
担

い
手
を
対
象
と
し
た
未
来
に
向
け
て
の

会
議
や
意
向
調
査
を
継
続
し
て
実
施

し
、
明
確
な
農
地
利
用
の
実
現
に
な
る

よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（
１
）
民
間
団
体
を
育
て
、
民
間
で
や

れ
る
も
の
は
民
間
が
主
、
役
場
が
補
助

と
し
、
仕
事
の
ス
リ
ム
化
を
図
る
。

（
２
）
個
人
の
資
質
や
や
る
気
を
育
て

る
た
め
、
積
極
的
に
外
部
研
修
（
交
流
）

①�

役
場
職
員
に
つ
い
て

小
関　

優　

議
員
（
政
優
会
）

②�

鶴
の
舞
橋
改
修
工
事
完
成
に
伴

う
式
典
等
に
つ
い
て

③�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
）

を
活
用
し
た
申
し
込
み
に
つ
い
て

な
ど
、
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図
る
と

と
も
に
、
や
る
気
、
働
き
が
い
を
感
じ

て
も
ら
え
る
職
場
環
境
の
整
備
、
人
事

管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
３
）
平
成
24
年
度
か
ら
人
事
異
動
の

希
望
を
受
け
付
け
る
た
め
、
自
己
申
告

書
の
提
出
制
度
を
導
入
し
て
い
ま
す
。

自
己
申
告
書
が
提
出
さ
れ
た
場
合
は
、

本
人
の
希
望
も
考
慮
さ
れ
ま
す
が
、
本

人
の
希
望
が
必
ず
し
も
適
材
適
所
と
は

言
え
な
い
こ
と
、
人
事
異
動
は
人
事
評

価
や
本
人
の
特
性
、
経
験
、
実
績
、
組

織
体
制
な
ど
様
々
な
要
素
を
総
合
的
に

判
断
し
て
行
う
も
の
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
必
ず
し
も
本
人
の
希
望
ど
お
り
の

配
置
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
職
員
の
適
材
適
所
の
配
置
を

目
指
し
て
努
力
し
て
ま
い
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

②
鶴
の
舞
橋
改
修
工
事
完
成
に
伴
う
式
典

等
に
つ
い
て

（
１
）
計
画
を
検
討
し
て
お
り
ま
す
。

（
２
）
鶴
の
舞
橋
の
改
修
工
事
完
成
を

記
念
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
機
運
を
高

め
る
た
め
に
も
、
関
係
者
等
と
協
力
す

る
こ
と
は
大
事
な
こ
と
だ
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
役
場
、
商
工
会
、
観
光
協
会

の
祭
り
主
催
３
団
体
関
係
者
と
と
も
に

協
力
を
し
な
が
ら
、
多
く
の
方
々
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
け
る
特
別
感
の
あ
る
イ

ベ
ン
ト
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
）
を
活

用
し
た
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

町
で
は
、
令
和
４
年
度
か
ら
青
森
県

が
契
約
し
て
お
り
ま
す
電
子
申
請
サ
ー

ビ
ス
の
共
同
利
用
を
開
始
し
て
い
ま

す
。
さ
ら
に
、
６
年
度
か
ら
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ

Ｅ
を
活
用
し
た
申
請
受
付
を
開
始
し
、

７
年
度
に
は
公
共
施
設
の
予
約
に
つ
い

て
も
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か
ら
可
能
で
す
。
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（
１
）
緊
急
時
、
パ
ー
ク
内
の
放
送
設

備
の
運
用
方
法
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

（
２
）
パ
ー
ク
内
事
業
者
で
の
非
常
時

の
訓
練
は
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

（
３
）
緊
急
連
絡
先
な
ど
の
表
示
が
な

い
が
、
設
置
し
て
い
た
だ
け
る
の
か
。

　

体
育
館
の
規
格
が
小
学
校
規
格
の
た

め
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
シ
ニ
ア
の

練
習
、
試
合
が
で
き
な
い
状
態
に
あ
り

ま
す
。
シ
ニ
ア
の
練
習
が
で
き
る
よ
う

に
な
れ
ば
、
体
育
館
の
使
用
率
向
上
に

も
繋
が
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

答
弁
＝
町
長

①�

富
士
見
湖
パ
ー
ク
安
全
対
策

（
１
）
富
士
見
湖
パ
ー
ク
に
は
管
理
棟

内
に
あ
る
園
内
放
送
用
の
音
響
設
備
と

管
理
棟
の
外
に
あ
る
防
災
行
政
無
線
用

の
マ
イ
ク
等
収
納
ボ
ッ
ク
ス
が
設
置
さ

れ
て
お
り
ま
す
。
放
送
設
備
そ
れ
ぞ
れ

に
対
応
す
る
ス
ピ
ー
カ
ー
を
設
置
し
て

お
り
ま
す
が
、
聞
こ
え
る
範
囲
な
ど
を

考
慮
し
、
放
送
設
備
を
選
別
し
て
使
用

し
て
い
ま
す
。
平
常
時
は
、
放
送
設
備

を
施
錠
し
て
い
ま
す
が
、
緊
急
時
を
含

め
て
使
用
時
に
は
現
場
の
職
員
に
よ
り

鍵
を
開
錠
し
、
状
況
に
応
じ
て
役
場
担

当
職
員
と
も
連
絡
を
取
り
合
い
、
適
宜

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

①�

富
士
見
湖
パ
ー
ク
安
全
対
策

工
藤 

一
雄　

議
員
（
鶴
翔
ク
ラ
ブ
）

　

今
後
も
積
極
的
に
電
子
化
を
進
め
る

こ
と
を
基
本
姿
勢
と
し
つ
つ
、
案
件
ご

と
に
町
民
の
立
場
に
立
っ
て
検
討
を
行

い
、
利
便
性
と
公
平
性
の
両
立
を
図
り

な
が
ら
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
込
み
の

推
進
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

（再
質
問
）

①
役
場
職
員
に
つ
い
て

　

職
員
が
民
間
で
行
わ
れ
て
い
る
研
修

や
勉
強
会
に
参
加
し
た
い
と
予
算
計
上

し
た
と
き
に
、
そ
れ
は
認
め
て
も
ら
え

る
の
か
ど
う
か
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

③�

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

（
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
）
を

活
用
し
た
申
し
込
み
に
つ
い
て

　

現
状
、
ど
こ
か
の
課
で
一
元
的
に
ま

と
め
て
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
等
に
載
せ
て
い
る
の

か
、
各
課
お
の
お
の
が
対
応
し
て
載
せ

て
い
る
の
か
、
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

答
弁
＝
総
務
課
長

　

役
場
職
員
の
研
修
で
す
が
、
県
で
行

う
研
修
の
ほ
か
、
千
葉
県
の
市
町
村
ア

カ
デ
ミ
ー
で
行
う
専
門
的
な
研
修
を
学

び
た
い
と
い
う
職
員
が
い
た
場
合
に
は

派
遣
を
し
て
、
研
修
機
会
の
確
保
に
努

め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

民
間
で
行
う
研
修
も
含
め
て
、
参
加

し
た
い
と
い
う
要
望
が
あ
っ
た
場
合
に

は
、
町
の
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
内

容
で
あ
る
か
ど
う
か
内
容
を
精
査
し
な

が
ら
、
予
算
の
措
置
に
つ
い
て
は
検
討

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

答
弁
＝
企
画
交
流
課
長

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
申
込

み
の
対
応
に
つ
い
て
で
す
が
、
申
込
み

に
つ
き
ま
し
て
は
基
本
的
に
企
画
交
流

課
の
Ｄ
Ｘ
推
進
係
が
対
応
し
て
お
り
、

申
込
み
の
内
容
等
で
各
課
が
担
当
す
る

も
の
に
つ
き
ま
し
て
は
、
Ｄ
Ｘ
係
が
中

心
に
な
り
ま
し
て
、
各
課
に
指
導
し
て
、

基
本
的
に
は
各
課
、
係
で
対
応
し
て
い

る
現
状
で
す
。

②
ツ
ル
タ
ラ
ボ
体
育
館
に
つ
い
て

ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
チ
ー
ム
に
使
っ
て
い

た
だ
い
て
、
い
い
成
績
を
上
げ
て
も
ら

い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

答
弁
＝
商
工
観
光
課
長

　

富
士
見
湖
パ
ー
ク
の
安
全
対
策
に
つ

い
て
、
こ
こ
に
も
あ
る
じ
ゃ
の
管
理
者

に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
い
方
等
を
訓
練
中
に
行

っ
て
い
る
か
確
認
し
ま
し
た
が
、
現
在

の
と
こ
ろ
は
行
っ
て
い
な
い
と
い
う
こ

と
で
、
今
後
町
と
の
連
携
し
て
行
っ
て

い
き
た
い
と
い
う
話
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
場
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
さ
れ
て
い
る

方
々
と
も
、
こ
こ
に
も
あ
る
じ
ゃ
の
訓

練
で
行
う
か
、
ま
た
は
町
と
一
緒
に
な

っ
て
や
る
か
相
談
し
な
が
ら
、
実
施
に

向
け
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

答
弁
＝
企
画
交
流
課
長

　

ツ
ル
タ
ラ
ボ
体
育
館
に
つ
い
て
で
す

が
、
今
後
の
需
要
や
コ
ー
ト
の
広
さ
を

考
慮
し
ま
す
と
、
公
式
試
合
は
で
き
ま

せ
ん
が
練
習
試
合
は
可
能
で
す
の
で
、

メ
イ
ン
コ
ー
ト
の
バ
ス
ケ
ッ
ト
ゴ
ー
ル

の
高
さ
の
改
修
と
コ
ー
ト
ラ
イ
ン
の
改

修
を
含
め
、
検
討
い
た
し
ま
す
。

答
弁
＝
消
防
署
長

　

消
防
署
に
は
、
こ
こ
に
も
あ
る
じ
ゃ

か
ら
年
２
回
以
上
の
訓
練
を
行
う
と
い

う
こ
と
で
消
防
計
画
が
提
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
年
は
、
既
に
１
回
行
わ
れ
、

も
う
一
回
行
わ
れ
る
は
ず
で
す
の
で
、

そ
の
際
に
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
扱
い
等
を
含
め

た
救
急
講
習
な
ど
一
緒
に
や
れ
る
か
ど

う
か
、
ご
依
頼
が
あ
れ
ば
、
協
力
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

（
２
）
こ
こ
に
も
あ
る
じ
ゃ
を
指
定
管

理
し
て
い
る
（
株
）
鶴
の
里
振
興
公
社

に
お
い
て
、
毎
年
訓
練
を
実
施
し
て
お

り
ま
す
。
今
年
は
、
８
月
29
日
に
火
災

を
想
定
し
た
訓
練
を
館
内
出
店
者
と
協

力
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

（
３
）
パ
ー
ク
内
入
り
口
付
近
の
看
板

に
役
場
お
よ
び
こ
こ
に
も
あ
る
じ
ゃ
の

電
話
番
号
を
連
絡
先
と
し
て
表
示
し
て

お
り
ま
す
が
、
鶴
の
舞
橋
お
よ
び
園
内

の
各
箇
所
に
は
緊
急
連
絡
先
な
ど
の
表

示
は
し
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
今
回
の

ご
指
摘
を
受
け
、
必
要
と
思
わ
れ
る
箇

所
と
景
観
に
配
慮
し
た
方
法
を
検
討

し
、
緊
急
連
絡
先
の
表
示
、
設
置
を
考

え
て
い
ま
す
。

②
ツ
ル
タ
ラ
ボ
体
育
館
に
つ
い
て

　

小
学
校
規
格
で
あ
る
た
め
、
中
学
生

以
上
が
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
で
利
用
す

る
に
は
ゴ
ー
ル
の
高
さ
が
低
い
た
め
、

練
習
や
試
合
は
で
き
な
い
状
態
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

体
育
館
の
使
用
率
向
上
に
も
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
ゴ
ー
ル
の
高
さ
や
コ
ー

ト
の
ラ
イ
ン
引
き
直
し
な
ど
改
修
に
向

け
て
検
討
を
し
て
ま
い
り
ま
す
。

（再
質
問
）

①
富
士
見
湖
パ
ー
ク
安
全
対
策

　

パ
ー
ク
の
非
常
時
訓
練
で
す
が
、
ス

テ
ー
ジ
が
水
の
上
に
あ
り
転
落
事
故
も

考
え
ら
れ
ま
す
の
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
か
ら
も
Ａ
Ｅ
Ｄ
や
救
命
救
急
の

講
習
会
を
含
め
て
、
通
報
の
仕
方
な
ど

を
町
と
一
緒
に
な
っ
て
開
催
し
て
ほ
し

い
と
い
う
声
が
上
が
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
検
討
を
お
願
い
し
ま
す
。

②
ツ
ル
タ
ラ
ボ
体
育
館
に
つ
い
て

　

冬
場
の
体
育
館
の
不
足
が
懸
念
さ
れ

る
と
い
う
声
も
聞
き
ま
す
の
で
、
バ
ス

鶴田町の議会を傍聴しませんか？鶴田町の議会を傍聴しませんか？

月　日 内　容

12 月　4 日 （木） 開会

12 月 11 日 （木） 一般質問・議案審議

12 月 12 日 （金） 討論採決・閉会

　傍聴を希望される方は、会議当日、庁舎3階議場南側

の傍聴席入口で受付してから入場してください。

　なお、発熱等、風邪のような症状がある方は、傍聴

を自粛するようお願いします。

■問い合わせ先 ： 鶴田町議会事務局　☎ ： 0173-22-2111 （内線321）

※開催予定日は状況により変更となる場合があります。

【12月定例会の開催予定日】

時間 ： 各日午前9時開始 （予定）

場所 ： 鶴田町役場　3階　議場

議 会 の 窓
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イ タ ズ ラ カ

カ オ バ ケ コ

ボ カ ブ ス ウ

チ シ プ ン モ

ヤ レ イ サ リ

 ークワードに挑戦シ

　11月23日は勤労感謝の日。下の文字から縦・

横・斜めに隠れている、職業を6つ消してく

ださい。残った6文字を組み合わせた言葉が

答えです。

応募締切

12/3
（水）

必　着

◎賞品提供

　道の駅つるた「鶴の里あるじゃ」

セ イ ユ ウ ノ

イ ヒ シ ヨ サ

ジ モ ダ ヒ ツ

カ イ デ ン カ

ク ジ ウ ル ヨ

【クイズの解き方】

　はがきに答え、住所、 氏名（未成年の方は保護者名も記入）、

年齢と広報に対するご意見やご感想などを書き添え、次の宛先

までお送りください。

　〒 038-3595　鶴田町大字鶴田字早瀬 200-1

　鶴田町役場企画交流課　計画係　行

　正解者の中から抽選で、鶴の里あるじゃより、あるじゃで使

える「鶴の舞橋羽二重餅引換券」と町より「つるりんグッズ」

を5名様にプレゼントします。 

応募方法

★ 10 月号の答え 【シークワード 10月号の解答】

「ブンカサイ」 
○キーワード（ハロウィン）

【10月号当選者（応募総数17通）】

PN「のろまのカメ」さん、

大田心晴さん、齋藤椿姫さん、

PN「リラックマ」さん、相馬テル
さん

イタズラ、カボチャ、オバケ、

オカシ、コスプレ、コウモリ

交番あんぜん ・ あんしん通信交番あんぜん ・ あんしん通信

 高齢者の交通事故を防止しよう 

　一般的に、年齢を重ねると運動機能が低下し、同時に

複数の方向へ注意を向けながら、新しい情報を処理、判

断していくことが苦手になる傾向があります。

　例えば、横断を始めると注意は足元に向けられ、途中

での安全確認がおろそかになり横断の後半では車両の接

近に気づきにくくなります。

RABラジオRABラジオははAMからFMへAMからFMへ

■問い合わせ専用ダイヤル：☎ 017-752-8402

　青森放送を含む全国多くの民放 AMラジオ局は 2028

年秋までに FM局への転換を予定しています。

　RABラジオは 2026年 1月から AMラジオ放送の運用

を休止し、FM放送とインターネットラジオ「radiko」

を通じて番組を県内全域にお届けします。

◎休止するAM局と休止日

・弘前局　　（1215kHz・1月18日～）

・野辺地局　（1062kHz・1月25日～）

・青森局　　（1233kHz・2月1日～）

・深浦局　　（1485kHz・2月1日～）

・八戸局　　（1485kHz・2月8日～）

・十和田局　（1485kHz・2月8日～）

青森県内FM局とカバーエリア

11月は指名手配犯捜査強化月間

　指名手配のポスターの犯人によく似た人を見かけ

たという情報など、わずかなことでも結構ですので、

警察への情報提供をお願いします。

問 青森県警察本部　☎ ： 017-723-4211

指名手配犯の検挙にご協力を！

●�高齢者が夕暮れ時 ・ 夜間に外出するときは

明るい目立つ色の服や反射材を着用
　「反射材を着用している歩行者」 は「着用していない歩

行者」よりも2倍以上手前で発見できると言われています。

102025年（令和7年）11月号



10月31日現在（前月比）

人口 11,254人 （－17人）

男 5,256 人 （－　3人）

女 5,998 人 （－ 14人）

世帯  5,281 （－ 17）

出生 3 人 転入 9 人

婚姻 5 組 転出 8 人

死亡 21 人

（10月届出分：敬称略）

町 　 名 死亡者名 年齢

大 性 三浦　冨一 79

仲 町 木村ニジエ 93

稲 川 小野　睦子 89

公園通り 坂本ミサ子 85

野 木 寺山　ツサ 90

桂 井 工藤　ツセ 90

菖 蒲 川 瓜田　惠子 93

菖 蒲 川 田中　富江 88

駅前通り 齋藤　律子 80

亀 田 坂本　　隆 72

中 野 松山きくゑ 97

桂 井 笹森　照美 80

西瀬良沢 成田まつこ 94

寺 町 花田　良一 71

中 野 松山　キナ 101

桜 町 澤田　ユキ 96

東瀬良沢 永澤　誠一 83

前 中 野 長内　ミキ 96

稲 川 貴田　レキ 93

ごめい福を祈ります

お誕生おめでとう

町　 名 氏　　名 保護者

強 巻 田村　陽
は る と

翔 （顕也） 

公園通り 當麻　葵
あ お い

生 （優作） 

みどり町 神　　澄
す み と

人 （健人） 

戸 籍 の 窓

　「キャッチボールも、生まれて

初めて」という部員も。それがこ

のチームのはじまり。グランドに

ビニールハウスを建て冬はその中

で練習。いかにして〈考える選手〉

〈強いチーム〉をつくったか。感

動のノンフィクション。

1 年で潰れると言われた野球部が

北国のビニールハウスから甲子園に行った話
著 ： 原田　一範

公民館図書室情報局

・ 木挽町のあだ討ち /　

　著：永井 紗耶子

・ 麹町二婆二娘孫一人 /

　著：中沢　けい

・ �恋歌 /著：朝井 まかて

・ �私が愛したサムライの娘 /

　著：鳴神　響一

ご結婚おめでとう
町　名　　　　  氏　　名 

山道

板柳町 （
一戸　祐清

對馬　ひかる（

菖蒲川

秋田県 （
岩本　真実

武田　七海（

十
五
夜
の
す
す
き
が
ゆ
れ
る
帰
り
道埜

蒼

カ
レ
ー
食
べ
み
ん
な
で
キ
ャ
ン
プ
秋
の
空

優

愛

夕
食
は
み
ん
な
が
好
き
な
栗
ご
飯

心

美

秋
彼
岸
野
原
に
咲
い
て
赤
い
花

　

　

　

　

　

　

　

ミ

カ

サ

秋
の
昼
雲
で
く
れ
る
岩
木
山

広
報
文
芸
コ
ー
ナ
ー

作　

川
柳
鶴
田
吟
社
、
鶴
田
短
歌
会
、
た
ら
の
芽
文
芸
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　
　
　

三

浦

悦

子

風
に
揺
れ
稲
穂
が
騒
ぐ
津
軽
路
は
刈
り

取
り
近
く
民
は
忙
し

　

　

　

　

　

　

永

沢

忠

義

■�

鶴
田
短
歌
会　

事
務
局　

棟
方
文
雄

　

☎ 

０
１
７
３
（
22
）
５
１
０
３

川
柳
鶴
田
吟
社
十
月
句
会
作
品

父
退
職
夕
餉
の
支
度
母
好
み成

田
あ
き
子

生
き
る
道
そ
れ
ぞ
れ
だ
け
ど
生
き
る
が

勝
ち

田

中
　

薫

廃
校
の
廊
下
に
君
の
影
を
追
う

工
藤
り
ん
子

朝
支
度
昔
ト
ン
ト
ン
今
は
チ
ン

下
山
ゆ
め
子

あ
す
生
き
る
為
の
支
度
を
し
て
眠
る

香

田

龍

馬

終
活
は
思
い
出
束
ね
捨
て
て
い
く

阿
部
ひ
ろ
ゆ
き

凡
人
だ
が
長
所
も
一
つ
持
っ
て
い
る

佐

藤

倫

生

気
が
付
け
ば
空
き
家
閑
散
両
隣
り

菊

地

志

樹

お
手
柄
は
子
々
孫
々
へ
取
っ
て
置
く

た
ら
の
芽
文
芸
ク
ラ
ブ
十
月
作
品

鶴
田
短
歌
会
十
月
作
品

減
反
田
に
野
菜
の
ハ
ウ
ス
農
継
ぎ
て

八
十
路
の
長
兄
は
二
刀
流

中

島

文

子

猛
暑
か
ら
一
変
秋
の
風
吹
け
ば
り
ん
ご

は
赤
く
日
に
日
に
色
づ
く

松

山

裕

子

ひ
と
り
居
の
庭
の
テ
ッ
セ
ン
花
つ
け
て

か
の
日
く
れ
た
る
人
を
思
わ
す

　

　

　

　

　

　

棟

方

文

雄

猛
暑
に
も
負
け
ず
草
花
次
々
と
雑
草
の

中
コ
ス
モ
ス
も
咲
く

奈

良

鉄

子

花
和
む
敬
老
会
の
米
寿
席
あ
り
が
と
う

今
顕
彰
状
を
手
に

工
藤
ま
さ
ひ
ろ

　

　

　

　

　

　

　

織

田

信

秋
の
蝶
友
の
帽
子
が
巣
み
た
い
だ

誠

也

秋
の
風
髪
を
な
び
か
せ
い
い
に
お
い

　

　

　

　

　

　

　

さ

く

ら

そ
ぞ
ろ
寒
ま
だ
半
ズ
ボ
ン
の
子
ら
と
い

て　

　

　

　

　

　

　

　

落

葉

山
照
ら
す
秋
の
夕
日
や
露
天
風
呂

樹

薄
暗
き
食
品
庫
占
む
林
檎
の
香

　

　

　

　

　

　

刃

心

■�

た
ら
の
芽
文
芸
ク
ラ
ブ　

事
務
局　

　

☎ 

０
１
７
３
（
22
）
６
３
４
１
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11月の町税等納期

○上下水道料金 11月分　 【11/21(金）】

○町営住宅使用料 11月分【11/25(火）】

○固定資産税 4期　　　　【12/1(月）】

○国民健康保険税 5期　　【12/1(月）】

○介護保険料 5期　　　　【12/1(月）】

○後期高齢者医療保険料 5期　　　　

 　　　　　　　　　　 　【12/1(月）】

※【　　】納期限日

行政 ・ 人権相談

　町では、町民の皆さんの行政に対

する意見や要望、日頃生活する上で

の困り事など、さまざまな内容の相

談を受けるための行政相談と人権相

談を行っています。

■期　　　日　12月5日（金）

　　　　　　12月10日（水）

■相談時間　午前10時〜午後3時　

■場　　　所　�国際交流会館101会議室

テ
ナ
ス
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
伴
い
、
一

部
の
列
車
に
区
間
運
休
が
発
生
し
ま

す
の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

▽
工
事
区
間

　

五
能
線
（
能
代
駅
～
鰺
ヶ
沢
駅
間
）

▽
工
事
時
期

　

●�

令
和
７
年
12
月
10
・
11
・
15
・

16
・
17
・
18
・
22
・
23
日

　

●�

令
和
８
年
２
月
２
・
３
・
４
・
５
・

９
・
10
・
11
・
12
・
16
・
17
・

18
・
19
・
24
・
25
・
26
日

※�

区
間
運
休
が
発
生
し
ま
す
が
、
代

行
輸
送
は
行
い
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

�

Ｊ
Ｒ
東
日
本
お
問
い
合
わ
せ
セ
ン

タ
ー
（
６
時
～
24
時
）

　

☎ 

０
５
０
（
２
０
１
６
）
１
６
０
０

　

令
和
８
年
３
月
か
ら
使
用
す
る
農

業
用
免
税
軽
油
使
用
者
証
・
免
税
証

の
交
付
申
請
を
次
の
と
お
り
受
付
し

ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
必
要
書
類

を
揃
え
、
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
日
時

　

令
和
７
年
12
月
１
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　

12
月
25
日
（
木
）　

　

９
時
～
15
時

▽
場
所

　

五
所
川
原
合
同
庁
舎　

県
税
事
務
所

内
（
五
所
川
原
市
栄
町
10
）

▽
必
要
書
類

①�

耕
作
証
明
書
（
各
市
町
の
農
業

委
員
会
で
発
行
し
た
も
の
）

②�

免
税
軽
油
使
用
者
証
（
初
め
て
申

請
す
る
方
を
除
く
）

③
返
信
用
郵
便
切
手
４
６
０
円
分

④
使
用
機
械
の
譲
渡
証
明
書

　

（�

初
め
て
申
請
す
る
方
・
使
用
者
証

登
録
機
械
に
追
加
の
あ
る
方
の
み
）

⑤
県
証
紙
４
０
０
円
分

　

�（
初
め
て
申
請
す
る
方
、
使
用
者

証
の
有
効
期
限
が
切
れ
る
方
、
使

用
者
証
登
録
機
械
に
変
更
の
あ
る

方
、
使
用
者
証
を
紛
失
し
た
方
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

青
森
県
西
北
県
税
事
務
所 

課
税
課

　

☎ 

０
１
７
３
（
34
）
２
１
１
１

　

宮
下
知
事
が
出
向
い
て
県
民
の
皆
さ

ま
の
声
を
お
聴
き
す
る
、
県
民
対
話
集

会
「
＃
あ
お
ば
な
」
の
実
施
団
体
を
募

集
し
ま
す
。

▽
対
象

　

県
内
所
在
の
10
名
程
度
の
参
加
者

が
見
込
ま
れ
る
団
体
等

▽
募
集
期
間

　

11
月
14
日
（
金
）
～
11
月
28
日
（
金
）

▽
実
施
期
間

　

令
和
８
年
１
月
21
日
（
水
）
～
３

月
22
日
（
日
）

▽
応
募
方
法

　

二
次
元
コ
ー
ド
を
読
み
込
ん
で
、

専
用
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
申
し
込
み

■
問
い
合
わ
せ
先

　

青
森
県
総
務
部 

広
報
広
聴
課

　

鶴
田
町
教
育
委
員
会　

社
会
教
育
係

　

☎ 

（
内
線
２
１
２
）

鶴
田
町
朝
ご
は
ん
運
動
推
進
本
部
よ
り

　

鶴
田
町
の
今
年
産
の
主
要
農
産
物

に
つ
い
て
、
放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ

ン
グ
調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
放

射
性
セ
シ
ウ
ム
１
３
４
・
１
３
７
共

に
検
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

▽
測
定
結
果
：
検
出
さ
れ
ず

・
ぶ
ど
う
（
測
定
日
：
９
月
17
日
）

・
り
ん
ご
（
測
定
日
：
10
月
８
日
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

農
業
振
興
課　

生
産
振
興
係

　

☎ 

（
内
線
２
９
２
）

　

Ｊ
Ｒ
秋
田
支
社
で
は
、
五
能
線
で

マ
ク
ラ
ギ
交
換
な
ど
の
「
設
備
メ
ン

　

鶴
田
町
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
は
、

健
康
増
進
と
町
民
相
互
の
親
睦
を
深

め
る
こ
と
を
目
的
に
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

フ
ェ
ア
を
開
催
し
ま
す
。

▽
日
時

　

12
月
14
日
（
日
）
９
時
～

▽
場
所

　

鶴
田
町
体
育
セ
ン
タ
ー

▽
参
加
資
格

　

�

町
内
在
住
ま
た
は
町
内
に
勤
務
す

る
方

▽
試
合
方
法

　

�

４
人
制
（
男
女
混
合
の
場
合
男
性

２
人
・
女
性
２
人
、
女
性
４
人
）

▽
チ
ー
ム
編
成

　

１
チ
ー
ム
６
人
以
内

▽
申
込
期
限

　

12
月
５
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
申
込
先

　町の防災行政無線では、災害情

報や町のイベント情報などを町民

の皆さまに周知しています。

　放送内容が聞き取れなかった場

合、下記の方法で確認できます。

防災無線を聞き逃したら！

◆電話で確認

　☎ ： 0173-23-2333
◆町ホームページで確認

　http://www.town.tsuruta.lg.jp/

農
業
用
免
税
軽
油
使
用
者
証
・

免
税
証
の
交
付
申
請
受
付

五
能
線

「設
備
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
」

に
伴
う
列
車
の
一
部
運
休

「食
の
安
全
・
安
心
」
情
報

宮
下
知
事
と
対
話
す
る

「＃
あ
お
ば
な
」
実
施
団
体
募
集

鶴
田
町
民
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
フ
ェ
ア
開
催

122025年（令和7年）11月号



 【有料広告】	

先
の
大
戦
で
父
等
を
亡
く
し
た
戦
没

者
の
遺
児
を
対
象
と
し
て
、
旧
戦
域

を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
行
う
と
と
も

に
、
現
地
の
住
民
と
友
好
親
善
を
は

か
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

参
加
費
用
は
10
万
円
。

（�

同
事
業
は
、
参
加
遺
児
の
高
齢
化
に

よ
り
令
和
７
年
度
を
も
っ
て
終
了
）

▽
実
施
地
域

　

ミ
ャ
ン
マ
ー

▽
申
込
期
限

　

令
和
７
年
12
月
５
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
先

　

日
本
遺
族
会
事
務
局

　

☎
０
３
（
３
２
６
１
）
５
５
２
１

■
申
込
先

　

青
森
県
遺
族
会

　

☎
０
１
７
（
７
２
２
）
４
８
１
９

　

11
月
中
旬
頃
、
令
和
８
年
裁
判
員

候
補
者
名
簿
に
登
録
さ
れ
た
方
に
対

し
て
名
簿
記
載
通
知
を
お
送
り
し
ま

す
。
こ
れ
は
、
来
年
２
月
頃
か
ら
の

約
１
年
間
に
裁
判
員
に
選
ば
れ
る
可

能
性
が
あ
る
こ
と
を
事
前
に
伝
え
る

も
の
で
す
。

　

な
お
、
こ
の
段
階
で
は
、
裁
判
員

に
選
ば
れ
た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
す
ぐ
に
裁
判
所
に
お
越
し
い

た
だ
く
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
問
い
合
わ
せ
先

　

青
森
地
方
裁
判
所 

事
務
局
総
務
課

　

☎
０
１
７
（
７
２
２
）
５
４
２
１

　

☎ 

０
１
７
（
７
３
４
）
９
１
３
８

　

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
で

は
、
３
月
・
４
月
の
海
外
研
修
の
参
加

者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
内
容
（
注
）

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
・
学
校
体
験
・
英

語
研
修
・
文
化
交
流
・
地
域
見
学
・

野
外
活
動
な
ど

▽
研
修
先
（
注
）

　

イ
ギ
リ
ス
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・

カ
ナ
ダ
・
サ
イ
パ
ン
・
カ
ン
ボ
ジ
ア
・

ネ
パ
ー
ル
・
フ
ィ
リ
ピ
ン

▽
日
程
（
注
）

　

３
月
21
日
～
４
月
４
日

▽
対
象
（
注
）

　

小
３
～
高
３
の
方
ま
で

▽
定
員

　

各
15
名

▽
説
明
会

　

オ
ン
ラ
イ
ン
形
式

▽
参
加
費
（
注
）

　

29
万
円
～
70
万
円

（
注
）
コ
ー
ス
に
よ
り
異
な
り
ま
す
。

▽
締
切
日

　

令
和
８
年
１
月
16
日
（
金
）

■
問
い
合
わ
せ
・
資
料
請
求
先

　

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会

　

☎ 

０
３
（
６
８
２
５
）
３
１
３
０

　

こ
の
事
業
は
、
日
本
遺
族
会
が
厚

生
労
働
省
か
ら
補
助
を
受
け
実
施
。

町外医療機関での接種を希望する

場合は、事前に子ども健康課へご

連絡ください。

　国では、令和 6年夏以降に HPV ワ

クチンの接種希望が大幅に増加し、

受けられない方がいる状況を踏まえ、

全 3回の接種を公費で完了できるよ

う接種期間を1年延長しています。

●接種期間延長の対象者

　平成 9年 4月 2日～平成 21年 4月

1日生まれの女性のうち

　令和 4年 4月 1日～令和 7年 3月

31日までに HPVワクチンを 1回以上

接種している方

※�すべての接種回数を完了した方や、

令和 7年 4月 1日時点で 1回も接

種していない方は対象外です。

●接種期間延長の期限

　令和 7年 4月 1日～

令和 8年 3月 31日

定期接種

●対象者

　中学1年～高校 1年相当の女子

※�高校 1年相当の女子は、公費によ

る接種期間が令和 8年 3月末で終

了します。

●接種回数：2～ 3回

※�接種回数および間隔はワクチンの

種類や接種時の年齢により異なり

ます。

●接種期間：高校1年相当まで

●申込方法

　中学 1～ 3年の方は指定医療機関

に直接予約してください。

【指定医療機関】

　鶴田診療所（☎22-2261）

※�高校 1年相当の方や住所地以外に

かかりつけ医がいる等の理由で、

ＨＰＶ （子宮頸がん） ワクチンの

お知らせ

町の保健だより
： 子ども健康課　健康推進係

11月12日～ 25日は

「女性に対する暴力をなくす運動」 期間

問

小
・
中
学
生
、
高
校
生
の
た
め
の

春
休
み
海
外
研
修　

参
加
者
募
集

HPV （子宮頸がん） ワクチンの

接種期間延長のお知らせ

戦
没
者
遺
児
に
よ
る

慰
霊
友
好
親
善
事
業

裁
判
員
制
度
～
ま
も
な
く
名
簿

記
載
通
知
を
発
送
し
ま
す
～

　配偶者等からの暴力、性犯罪・性

暴力等は、重大な人権侵害であり、

性別にかかわらず、決して許されな

いものです。

●相談窓口

【緊急通報専用】

・DVホットライン

　青森県女性相談支援センター

　☎0120-87-3081（24時間対応）

【配偶者 ・ 交際相手からの暴力】

・ SNS 相談

　DV相談プラス 

・ 電話相談

　DV相談ナビ ＃ 8008

【性犯罪 ・ 性暴力】

・ チャット相談

　Cure time(キュアタイム )

・ 電話相談

　ワンストップ支援センター ＃ 8891

　性犯罪被害相談電話 (警察 ) ＃ 8103
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こちら町の情報局

 【有料広告】	マイナンバーカード休日窓口マイナンバーカード休日窓口

事前予約が必要です。※予約がない日は閉庁します

・ マイナンバーカードの申請 ・ 受取

・ 電子証明書の更新

・ 暗証番号の変更、 再設定

問 ： 住民環境課 戸籍住民係　　☎ ： 0173-22-2111

１２月１３日 （土）

9 ： 00 ～ 12 ： 00

予約受付

内

容

次
回
開
催

鶴田町空き家緊急対策地域団体助成金
　町では、そこに生活する地域住民が景観の悪化や危険性、防犯対策、病害虫の発生状況等を検

討し、管理のできない空き家を少しでも減らすため、地域住民と町が協働し、修繕、立木の伐採、

除草、その他必要な措置を実施するものに対し助成金を交付します。

助成対象に

なる場合 行政推進員

町内会長
鶴田町

空き家
発生

①相談
景観の悪化・防犯上の危険性

②�所有者等が管理

　できないのか調査

③調査結果を報告
※�対象となるには

　次の手順が必要

管理困難と判断されれば、 申請可能

【緊急対策作業前】

・助成金申請書

・作業計画書

【緊急対策作業後】

・完了実績報告書　　　　　　　・作業報告書

・作業中および完了時の写真　　・助成金請求書

■問い合わせ先 ： 鶴田町役場総務課 管財係　　☎ ： 0173-22-2111 （内線275）

申請書類

1事案あたり上限15万円助成金
詳しい対象経費項目については、お問い合わせください

日時

鶴田町歴史文化伝承館 展示ギャラリー　☎ ： 0173-22-2692

※展示期間は都合により変更となる場合がございますので、予めご了承ください。

場所

歴史文化伝承館イベント歴史文化伝承館イベント

11 月 3 日 （月） ～ 11 月 23 日 （日）　9 ： 00 ～ 16 ： 00

【鶴田町津軽凧有志会】

津軽凧有志会作品展

142025年（令和7年）11月号



令和7年度　自衛官採用案内

こちら町の情報局

採用種目 受験資格 受付期限 試験日

自衛官候補生

18歳以上33歳未満の者

（�32歳の者は、採用予

定月の末日現在、33

歳に達してない者）

随時 別示

陸上自衛隊

高等工科学校生徒
男子で中卒（見込含）

17歳未満の者

令和8年

1月15日（木）

一次試験

1月24日・25日のうち指定された日

二次試験

1次試験合格者のみ行います

令和7年度　自衛官採用案内

詳細は、自衛隊青森地方協力本部ホームページを確認するか、お問い合わせください。

■ ： 自衛隊青森地方協力本部　五所川原地域事務所　

　　　☎ ： 0173-35-2305

青 森 県青 森 県
最低賃金最低賃金

【令和７年11月21日から】【令和７年11月21日から】

時間額

●精皆勤手当、通勤手当、家族手当

●�時間外・休日・深夜手当

●臨時に支払われる賃金

●１ヶ月を超える期間ごとに支払われる賃金

■問い合わせ先 ： 青森労働局 労働基準部賃金室　☎ ： 017-734-4114

UP

最低賃金最低賃金が、 ことしも変わります。

76 円

☑使用者も、 労働者も　必ずチェック最低賃金

1,0291,029
<<<

円円

最低賃金は、パートタイ

ムや学生バイト、臨時、

嘱託など、原則すべての労働者

に適用されます。

Check!Check! 会社は、最低賃金額

以上の賃金を支払う

義務があります。

違反には罰金も！

Check!Check! 最低賃金額を下回

る賃金は法律違反と

なり、下回った場合は差

額を請求できます。

Check!Check!

【最低賃金に関する特設サイト】

https://saiteichingin.mhlw.go.jp/

☆支援事業も掲載しています

⚠次の手当等は、 最低賃金に算入しません

　9月 29日（月）、自衛官募集相談員の委嘱式が行われ、町と自衛隊青森地

方協力本部から秋庭勝廣さんに委嘱しました。

　自衛官募集相談員は自衛隊志願者に対する情報の提供や、自衛隊青森地方

協力本部の募集に関する広報活動の支援などを行います。

　秋庭さんの任期は令和9年 9月 29日までです。

自衛官募集相談員を委嘱
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各保育所等入所児童募集！

▶受付期間

令和８年度

▶提出書類　各幼児教育 ・ 保育施設、 町役場で配布しています。

また、 町ホームページからもダウンロードできます。

▶申 込 先 入所を希望する保育所等に直接お申し込みください。

なお、 施設や保育状況を見学したい方は、 事前に電話等でご確認ください。

認定こども園
（1号 ・ 2号 ・ 3号）

定員 （予定）
開園時間

（延長保育含む）

延
長
保
育

休
日
保
育

障
害
児
保
育

一
時
保
育

バ
ス
送
迎

電話番号
1号 2 ・ 3号

つるた乳幼児園 15人 45人 7：00～ 20：00 ○ ○ ○ 22-3765

ＮＯＧＩこども園 10人 20人 7：00～ 19：00 ○ ○ ○ 22-5719

こども園はやせ 15人 50人 7：00～ 19：00 ○ ○ ○ 22-5847

こども園つるのこ 15人 45人 7：00～ 19：00 ○ ○ ○ 22-5325

保育所 （園）
（2号 ・ 3号）

定員 （予定）
開園時間

（延長保育含む）

延
長
保
育

休
日
保
育

障
害
児
保
育

一
時
保
育

バ
ス
送
迎

電話番号

梅沢保育所 20人 7：00～ 19：00 ○ ○ 28-2317

水元保育園 30人 7：00～ 19：00 ○ ○ ○ 22-5715

幼稚園
（1号）

定員 （予定）
開園時間

（教育時間）

預
か
り
保
育

バ
ス
送
迎

電話番号

ひなづる幼稚園 25人

平日  　7：30～ 18：00

　  　 （8：00～ 15：00※）

※冬時間は14：30まで ○ ○ 22-5362

土曜日　7：30～ 18：00

【町内施設一覧】

提出された申請書 ・ 添付書類等により支給認定の審査を行います。

　4月入所の支給認定証および入所選考結果の通知は、 ２月下旬発送予定です。

役場および各幼児教育・保育施設に 「入所申込みのご案内」 の冊子があります。

お気軽にお問い合わせください。

※入所決定については、期間中に申し込まれた方が優先となります。

１２/ １(月) ～１２/ ２６(金)　期間終了後も随時受付中

　令和８年４月１日以降の「認定こども園・保育所（園）・幼稚園」入所児童を募集いたします。

問 ： 子ども健康課　子育て支援係　☎ ： 22-2111 （内線145）

◀町ホームページ
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牛肉とさつま芋の甘辛炒め牛肉とさつま芋の甘辛炒め

　豆板醤がピリッときいて、甘いさつま芋がおかずになる一品です。さつま芋

は火の通りが良く、フライパンで炒めるだけであっという間にできあがります。

食改
おすすめ
レシピ

1人分：168kcal　食塩相当量1.01g

地場産品を使った料理/食生活改善推進協議会「みつば会」監修

◆作り方
① �牛肉は一口大に切る。さつま芋は皮ごと5㍉厚さの半月切りにして、

5分ほど水にさらして水気をふく。いんげんはヘタと筋を取り、長

さ2～ 3等分に切る。しめじは石づきを取ってほぐす。

② �フライパンにごま油を入れ、強めの中火で熱する。さつま芋を広げ、

焼き付けるように2分程炒め、端に寄せる。隙間にいんげん、しめ

じを加え、1分程炒める。

③ �さつま芋が所々こんがりし、竹串がやっと通る位の固さになったら、

牛肉、豆板醤を加え、ほぐしながら炒める。

④ �牛肉にほぼ火が通ったらＡを加える。さつま芋を崩さないように

時々混ぜながら、汁けがなくなるまで炒める。

★ポイント
　さつま芋はたれを入れて煮込むので、焼き色を付ける程度でも十分やわらかく

なります。牛肉の代わりに豚肉、いんげんの代わりにピーマンで作っても良いで

しょう。辛さは豆板醤の量を加減して、お好みでどうぞ。

◎材料 （4 人分）

牛こま切れ肉 ………… 150g

さつま芋 ……………… 1本（200g）

いんげん ……………… 50g

しめじ ………………… 100g

ごま油 ………………… 大さじ 1

豆板醤 ………………… 小さじ 1

　 水 … 100ml　　酒 … 大さじ 1

　 砂糖 ……………… 大さじ 1/2

　 しょう油 ………… 大さじ 1

Ａ

元気に生まれてきてくれてあ
りがとう！お兄ちゃんと仲良
く、のびのび育ってね！

福田 優斗・茜さん(寺町）

樂
ら く

ちゃんへ

家族からのメッセージ

　令和７年８月に出生届けがありまし

た赤ちゃんをご紹介します。

●

誕
生
お
め
で
と
う

誕
生
お
め
で
と
う
!!!!

１２月７日 （日）　10 ： 00 ～ 15 ： 00日時 会場 鶴遊館

　鶴田町子ども会育成連絡協議会による「子どもの祭典」が開催されます。

　ジュニアリーダーによる体を使った遊びやビンゴ大会など楽しいイベントが盛

りだくさん！出店（飲食）もあるよ♪

みんな遊びにきてね♪
みんな遊びにきてね♪

〈問い合わせ先〉　鶴田町教育委員会 社会教育係　　☎ ： 0173-22-2111 （内線212）

【主催】 鶴田町子ども会育成連絡協議会　　【共催】 鶴田町教育委員会

参 加

無 料

予 約

不 要第29回 鶴田町子どもの祭典第29回 鶴田町子どもの祭典
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7
事業承継 ・ 経営改善の知識を深める
地域合同セミナー ・ 経営相談会

　町と町商工会では、事業承継や経営改善等の取組を

検討する事業者を対象とした「地域合同セミナー・経

営相談会」を「TSURUTA LABO」で開催しました。

　セミナーには町内の事業者ら約20人が参加。（公財）

21あおもり産業総合支援センター等の各機関が講師

を務め、本県の現状や支援内容を紹介しました。参加

者からは「事業承継について学ぶことができてよかっ

た」などの感想が寄せられました。

　今回参加できなかった方でも、個別相談を承ってお

ります。役場商工観光課または町商工会までお気軽に

お問合せください。

　鶴田町共同募金委員会は町内で赤い羽根共同募金の

街頭募金を始めました。同会の呼びかけで、町内のこ

ども園の園児たちも街頭募金に初めて参加し、町内の

スーパーマーケットなどで募金活動を行いました。

　マエダストア鶴田店では、こども園はやせの園児16

人が店舗前で、小さな募金箱を手に「募金をお願いし

ます」と元気な声で、募金への協力をお願いしていま

した。園児たちは募金をしてもらうと「ありがとうご

ざいます」とお礼をいいながら、赤い羽根の形をした

シールを手渡していました。

園児たちが募金を呼びかけ
赤い羽根共同募金　街頭募金

10

1

　中秋の名月にあたる6日夜、NPO法人ツル多はげます

会の秋の例会「中秋の有多毛」が開かれ、県内外から

光り輝く頭を持った23人の会員が集結しました。

　会場では、パネルの穴から出たはげ頭を誰のものか

当てる「名月当てクイズ」が行われ、解答者たちは誰

のはげ頭かじっくりと見定めていました。

　はげます会名物の「吸盤綱引き」では、この日のた

めに磨き上げてきた自慢の頭に吸盤を貼り付け、熱戦

を繰り広げていました。戦いが終わった参加者の頭に

は吸盤の跡が赤く残っていました。

はげの頂点決める ‼ 十五夜決戦
ツル多はげます会　中秋の有多毛

10

6

熱い戦いが繰り広げられた吸盤綱引き

講師の説明に耳を傾ける参加者

　みなさんこんにちは。11 月ということもあり寒くなってきまし

たね。ついこの前まで花粉で鼻水が止まらなかったのに今は寒さ

で鼻水が止まらない日々です。さてさて、畑の状況ですが無事にス

チューベンの収穫が終わりまして選果作業に入りました。ただ、こ

の作業は同じことを延々に繰り返す作業なので根気が要ります。

みなさんブドウがお金に見えてくると聞きますが、今のところは

まだブドウにしか見えないので農家になるんだという意識を保ち

つつ、飽ぎらがさないで向き合っていきます。

　それと、近頃クマの出没が相次いでいるというニュースをよく

見ます。これからの剪定や冬じまい作業などあると思いますが、安

全第一・クマ注意で行動していただけたらと思います。

Vol.96（筆：帶川 匠）

募金者に赤い羽根シールを渡す園児

地域おこし協力隊とは

　人口減少や高齢化等の進行が著しい地方において、地域外の

人材を「地域おこし協力隊員」として町が委嘱。隊員には、地

域おこし支援や地域協力活動を行っていただき、その地域への

定住・定着を図る取組。
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広報に掲載したあなた（家族）の写真を差し上げます。希望する人は、企画交流課計画係（☎0173-22-2111）へ連絡してください。

　鶴田町出身で長年東京で活躍され、今年町にＵターンし

た管理栄養士の銀城康子さんが、自身の著書『絵本 世界

の食事』全25巻を町に寄贈しました。

　『絵本 世界の食事』は銀城さんが海外の日常の食事に興

味を持ち調査してきた成果で、世界各国の食事を管理栄養

士の視点で紹介するシリーズ。2020年には全国学校図書館

協議会の「第22回学校図書館出版社賞 特別賞」を受賞。

　銀城さんは「地域によって食べるものは違うが、必要な

栄養は変わらない。伝統的な食事はその地域で生き抜く術

と文化が詰まっていることを知ってほしい」と話しました。

世界の食文化に興味を
銀城康子さん著書 『絵本　世界の食事』 を寄贈

10

8

相川町長に絵本を手渡した銀城さん

　10月上旬、本年度の収穫を無事に終え、防鳥ネットの撤去や草刈り

などの後片付けもまもなく終わり、今後は出荷に向けての作業が

待っています。今年のぶどうも甘くおいしく収穫の喜びを感じてい

ます。26 日はツルタラボにて熱気球搭乗体験、その後富士見湖パー

クの秋まつりイベントに参加。子供たちはランタン制作や、大集合し

たはたらくくるまに乗り、一日中楽しませて頂きました。

　最近私の心をくすぐる津軽弁は「かだる」と「はまる」。「関わり方」

の違いが興味深いです。「かだる」は仲間に加わり一緒に行動するこ

とで、「わもかだるじゃ」（私も一緒にやるよ）。一方「はまる」はいっ

ちょかみをたしなめる言葉で、「いいんだねなもはまねしても」（頼ん

でない、出しゃばるな）。ただし「はまるな」思いやりを含んだ、人情味

のある注意の言葉だというところに津軽弁の奥深さを感じます。

Vol.97（筆：葛西あゆみ）

▲上空の熱気球から見たツルタラボ　 ▲秋まつりの仮装イベントに参加

10

31
小学生がりんごを収穫　その場で味わう
鶴田小学校　りんご収穫体験

　下山康祐さんの園地で、りんごの収穫体験を行われ、

鶴田小学校の5年生 28人が参加しました。

　鶴田小学校では児童各自が学びたい分野を選択して

１年を通して学ぶ取組を行っており、りんごコースで

は春から農作業体験を行ってきました。

　当日、子どもたちは一斉にりんごの収穫を開始し、

30個あった籠はあっという間にいっぱいになりまし

た。収穫を終えた後は自分たちで収穫したもぎたての

りんごをまるかじり。子どもたちは「とてもおいしい」

や「甘い」などもぎたての味を堪能していました。

　妙堂崎地区の中野光彦さんの園地で、個性豊かな

「絵・文字入りりんご」の収穫が行われました。

　このりんごは有袋りんごの袋を剥がす際に、特殊な

シールを貼ることで日光が遮られ、白く浮かび上がり

ます。中野さんは約35年にわたり絵・文字入りりんご

を生産していて、今年も約500個の絵・文字入りりん

ごができあがりました。

　中野さんは「天候の心配もあったが、良い仕上がり

になったと思う。手に入れたらしばらくは飾って、お

いしく食べてほしい」と話していました。

個性豊かなりんごを収穫
拓紅園　絵 ・ 文字入りりんご収穫

10

17

ハロウィーン仕様の絵入りりんご

Facebook

　地域おこし協力隊の

活動内容は、各種 SNS

でも確認することがで

きます。
Instagram

りんごの収穫体験を楽しむ児童たち
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～～知らせよう　あなたが　あの子の声になる知らせよう　あなたが　あの子の声になる～～

１１月１１月はは児童虐待防止推進月間児童虐待防止推進月間ですです

こどものサイン

●�いつもこどもの泣き叫ぶ声や保護者の

怒鳴り声がする

●不自然な傷や打撲のあとがある

●衣類や体がいつも汚れている

●表情が乏しい、活気がない

●夜遅くまで一人で遊んでいる

こどもや保護者にこんなサインが見られませんでしたか？こどもや保護者にこんなサインが見られませんでしたか？

●�地域などと交流が少なく孤立している

●�小さいこどもを家においたまま外出し

ている

●こどもの養育に関して拒否的、無関心

●�こどものケガについて不自然な説明を

する

保護者のサイン

１
い ち は や く

８９
ダイヤル①⑧⑨を押

お

してから通
つ う わ

話ボタンを押
お

すだけ

 お住まいの地域の児童相談所につながります。

 通告 ・ 相談は匿名で行うことも可能です。

 通告 ・ 相談をした人やその内容に関する秘密は守られます。

～あなたの1本の電話で救われるこどもがいます～

児童相談所児童相談所虐待対応虐待対応ダイヤルダイヤル

匿名可能 通話無料 秘密厳守

ま ず は 連 絡
情報提供や相談を‼

当てはまることがあったら…当てはまることがあったら…


